
《叡智の杜》レポート 『源氏物語絵巻』を身近に感じる授業

築館高校の授業

　平成18年11月17日、県図書館が巡回貸出している複製資料を活用した古典の公開授業が
宮城県築館高等学校で行われました。「古典の文法や解釈だけでなく、精巧な複製資料に触れる
ことによって古典の雰囲気を生徒に味わってもらいたい」との思いから、同高校の上遠野裕子教諭
が計画したものです。今回の授業では本来の巻子本の形が再現された国宝『源氏物語絵巻』の
複製が利用されました。授業は、カーテンが引かれ薄暗くなった書道室で行われました。はじめに、
繰り広げられた絵巻をろうそくの光の下で鑑賞することにより当時の人々が絵巻を見ていた環境を
体感した後、照明の下900年後の現在の目で改めて絵巻を観察し、剥落の状況や細やかな筆づ
かいなどを確認しました。また、制作当時の絵巻の色彩を復元した『よみがえる源氏物語絵巻』（NHK
出版）と比較し、当時使用された絵の具や、絵巻物特有の描写技法についての解説が行われ、当
時と現代の美意識の共通点や相違点について生徒たちが考察しました。
　授業を受けた生徒たちからは、「（複製は）絵の具が剥がれ落ちていてもとても味わい深い」「機
会があれば本物をぜひ見てみたい」といった感想が寄せられました。
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